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一
、

以 前 、 は るば る ア メ リカか らや って きた リン グ ・ リ ング ・サ ー カ スを見 物 に行 った こ とが あ

る。 大 テ ン トを は った と こ ろ は、 東京 の新 橋 で あ った。

250人 の 団員 と ライ オ ンを は じめ とす る何 十 頭 とい う動 物 が、 巨大 な テ ン ト小 屋 の な か を と

こ ろせ ま しと走 り回 り踊 り回 った。 冒 険 とア ク ロバ ッ トが 交 錯 し、 快 活 な音 楽 と割 れ るよ うな

喧 騒 が 観 客 を ま き こん で 噴 きあ げて い た。

だ が 、 私 の心 はか な らず しも同 じよ うに わ き立 っ わ けで は なか った。 周 囲 の興 奮 と は う ら は

らに、 む しろ 白々 しい思 いが 広 が って い った。 面 白 くな か っ たわ けで に な い の だ が、 しか し ど

こか場 違 いな と こ ろに や って きた とい う気 持 か らの が れ られ な か った の で あ る。

リン グ ・リ ング ・サ ー カ スの 熱気 あ ふ れ る舞 台 を み な が ら、私 が そ の と き思 い だ して い た の

は、 小 学生 の こ ろに み た 木下 サ ー カス や シバ タ ・サ ー カ スの 光景 で あ った。 もの悲 しい ジ ン タ

の 音 にの って登 場 す る芸 人 や ピ エ ロ、 そ こは か とな い哀 愁 を た た え る空 中 ブ ラ ン コや軽 業 や 手

品 で あ った。

そ して、 た とえ ば武 島 羽衣 に よ る 「美 し き天 然 」 の調 べ で あ った。

空 に さへ つ る鳥 の 声 峯 よ り落 っ る滝 の音

大波 小 波鞋 鞳 と 響 き絶 え せ ぬ海 の音

この 明 治38年 にっ く られ た歌 詞 とサ ー カ ス小 屋 の想 い 出 は切 り離 す こ との で き な い もの で

あ った(1)。

そ こ に は、 ま ぎれ もな く生 活 の 匂 い が立 ち こめ て い た の で あ る。芸人 や道 化 の背 中 には、少 々

大 袈 裟 に いえ ば生活 の ドラ マが 色 濃 く影 を落 して い た。 そ れ に くらべ る とき、 リング ・リング ・

サ ー カ スを い った い何 と呼 ん だ らいい の だ ろ う。 あ れ はた ん な る シ ョー で は な いか 。 た ん な る

騒 々 し いお 遊 びで はな いか 。

.二、

冒 頭 に、 っ いお里 が 知 れ る よ う な こ とを 口走 って し ま った が、 「遊 び こ こ ろ」 な ど とい うテ ー

マ を楽 し く論 ず る ため に は、 や は り 自分 の偏 見 か ら出発 した 方 が よい だ ろ う。 とい うよ り も、

偏 見 か ら出 発 す る ほか は な い ので あ る。

言 葉 の 問 題 と して いえ ば、 東 西 古 今 の 「遊 ぶ」 とい う言 葉 に は は じめか ら生 活 の匂 い な ど染

み っ い て は い なか った に ちが い な い。遊 ぶ とい うの は、 そ もそ も生 活 とは反 対 の極 に位 置 す る
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世 界 の こ と で あ っ たか らだ。 も し も生 活 の匂 いが 立 っ よ うな遊 び とい う もの が あ る と した ら、

そ の遊 び は噴 飯 ものか 冷 笑 の対 象 に しか な らな いだ ろ う。

だ が、 は た して そ うか 。 まず そ の こ と を吟 味 す るた め に も、 遊 び とい う言 葉 の起 源 に ふ れ る

こ と か らは じあて み る こ と に しよ う。

漢 字 の 「遊 」 に は、 も と も と 「道 を ふ らふ ら歩 い て い く」(2)とい う意 味 が あ った よ うだ 。 道

を あ て ど な く、 ゆ っ く り歩 いて い く光 景 、一 そ れ が遊 び とい う行 為 の原 像 だ と い う こ とが で

き る。

と こ ろが 日本 語 の 「遊 び」 に は、 む ろん 「歩 き回 る」 とか 「泳 ぐ」 とか い う意 味 が あ った け

れ ど も、 同 時 に 「狩 猟 」 や 「神 楽」 の 遊 び を い う場 合 が古 くか らあ っ た(3)。 と りわ け こ こで は、

の ち に のべ る よ う に神 楽 との 連 関 に注 目 した い と思 う。 神楽 とい うの は要 す る に神 遊 び の こ と

で あ り、 神 の遊 びを 意 味 した。

も う一 っ 、 日本 語 の遊 びを あ らわ す もの に 「遊戯 」 の語 が あ るが、 い うま で もな く これ は仏

教 に 由来 す る。 す な わ ち 自 由 自在 の境 地 を い った もの で 、 「遊 戯 三 昧 」 な ど と用 い られ た(4)。
　 　

と もか くも、 日本 語 の 「遊 び」 と い う言葉 の イ メー ジが遠 く神 や仏 の世 界 とか か わ りを も って

い た と い う こ とを 、 こ こで は と り あえ ず確 認 して お きた い の で あ る。

い ま仏 教 の遊 戯 三 昧 にふ れ た けれ ど も、 イ ン ドの サ ンス ク リッ ト語 の 「遊 び」 に も、 多 義 的

な イ メ ー ジ が付 与 さ れ て い た。 た とえ ば動 詞 のkrid(遊 ぶ)に は、 ふ ざ け る、 は ね 回 る、 ふ
●

らふ らす る、 と い った 意 味 の ほか に、 お ど け る、 冗 談 を い う、 な ど の 意 味 が あ った 。 さ らに

vilasa、lilaな どの 名 詞(遊 び)に は、 女遊 び や子 供 の遊 び を含 め て 「コ ケ トリ」 「誘 惑 」 「変

装 」 な ど の内 容 が こめ られ て い た。 そ して そ の い ず れ もが、 神 話 や物 語 で は神 々 の た わ む れ や

仏 ・菩 薩 の遊 戯 を あ らわす も の と され た の で あ る ⑤。 そ の点 で は 日本 語 の 「遊 び」 の場 合 と何

ら異 な る と こ ろが な か った と い う こ とが で き るか も しれ な い。

三 、

こ こで 、 目 を転 じて み よ う。 た とえ ば フ ラ ンス語 で 「遊 び」 を意 味 す るjeuは 、 ラテ ン語 の

jocusか ら派 生 した言 葉 で あ り、 英 語 で 「冗 談 」 を意 味 す るjokeと は親 戚 筋 に あ た る。 そ して

この フ ラ ン ス語 のjeuは 近 代 に な って、 トラ ンプな どを 使 う賭 博 遊 び を 指 す よ う にな った 。 遊

び を 仲 立 ち と して 冗 談 と賭 博 が 表 裏 の 関係 を結 ぶ よ うに な った とい って よ い だ ろ う。

冗 談 や 賭 博 が 、 世 俗 的 な ゆ と りの あ る生 活 か ら生 ま れ る遊 び で あ る こ とは い うま で もな い。

そ こ に は、 神 の 姿 や 超 自然 的 な もの の 影 はす こ し も さ して は い な い よ うに み え る。 だ が、 た と

え ば 古 代 ギ リシ ア にお いて はそ うで はな か った。 そ れ と い う の も プ ラ ト ンは、 人 間 の こ と を

「神 の遊 び の玩 具 」(6)と い って い る し、 ま た あ の オ リ ン ピ ック も、 神 の玩 具 で あ る人 間 に よ っ

て お こな わ れ る競 技 とみ な され て いた か らで あ る。

しか しな が ら ヨー ロ ッパ で は、 遊 び は や が て神 の もの か ら人 間 の ものへ とそ の所 属 を変 え て

い った。 聖 な る領域 か ら俗 な る領域 へ とそ の活 動 の場 を移 して い った。 冗 談 と賭 博 と喧 騒 の世

界 へ と しだ い に逸 脱 の 度 を深 あ て い った の で あ る。 そ の道 行 きの は てが 、 た とえ ば 冒頭 に み た

リン グ ・ リン グ ・サ ー カス の 演 出 の な か に み ご とに あ らわ れ て い る と い って よ い だ ろ う。 と こ
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う が 日本 に お いて は、 か な らず しもそ う はな らな か っ た ので は な いか と私 は思 う。 そ の 問題 に

入 る前 に、 一 っ だ けふ れ て お き た い こ とが あ る。

四 、

一 般 に西 欧 の社 会 で は
、 労 働 を 中止 す る 日す な わ ち 休 日 の こ とを 二様 に表 現 す るな らわ しが

あ った。 ヴ ァケ イ シ ョ ンvacationと ホ リデ イholidayが それ で あ る。 前者 のvacationは ラ テ

ン語 のvacare`toleave(one'shouse)empty'に 由来 し、 家 の な か を空 に して 外 に 出 る こ

と を意 味 す る。 家 の な か を 空 に して 外 を ぶ らぶ ら歩 い て い く こ とで あ るか ら、 そ れ は ま さ に

「遊 び」 の原 点 を指 して い る とい って もい い。 そ の意 味 で ヴ ァケ イ シ ョ ンと い う休 日は、「遊 び」

そ の ものを あ らわ す 休 日で あ った。

これ に た い して 後 者 のholidayは 、 む しろ家 の なか に とど ま って共 同 体 に と って の聖 な る 日

holidayを 祝 う こと を意 味 した。 ぶ らぶ ら歩 き ど こ ろ か、 家 の なか に閉 じこ も って 祈 り と感 謝

の 時 間 を 過 ごす 一 日で あ った とい って よ い。 そ の点 で は、 遊 び こ ころ とは対 極 に立 っ 禁 欲 の一

日で あ った と いわ な けれ ば な らな い(7)。

み て き た よ うに、 休 日を 意 味 す るvacatiとholidayは 、 も と も と労 働 を 中 断 す る と い う点

で は共通 して いた。 しか し労 働 を 中 断 す る とは い って も、 そ こに家 を離 脱 す る行 動 パ タ ー ンと

家 に残 留 す る行動 パ ター ン とい う二 っ の型 が あ った と い う こ とに、 こ こで は注 目 しよ う。 さ ら

に いえ ば休 日 とい う もの が、 遊 び に 向 か う面 と身 を慎 しむ 面 とい う、 二 っ の正 反 対 の顔 を も っ

て いた とい うこ とで あ る。

そ の休 日の な か で遊 び に 向 か う面 が しだ い に強 調 され て 、 今 日の ヨー ロ ッパ に お け る余 暇 と

か レジ ャー:の過 ご し方 へ と引 きっ が れ て い った の で あ ろ う。 家 を空 に して ぶ らぶ ら歩 き をす る

ヴ ァケ イ シ ョ ンの効 用 が もて はや さ れ て き た の で あ る。 そ の結 果 、 も う一 方 の身 を慎 しん で聖

な る もの に 対 面 しよ う とす る態 度 が薄 れ て い った。 生 活 環 境 が す べ て近 代 化 の波 に洗 わ れ て い

くな か で、 聖 な る もの と俗 な る もの が 区別 さ れ、 そ れ に応 じて ヴ ァケ イ シ ョ ンと ホ リデ イが機

能 分 化 を と げて しま った。 遊 び は聖 日か ら切 り離 さ れ、 ひ と り歩 き を して 今 日 に い た った の で

あ る。

五 、

これ に た い して 日本 の場 合 は ど うだ った の だ ろ うか 。 今 日、 一 般 に よ くいわ れ る こ とで あ る

が、 日本 人 は休 日の過 ご し方 が下 手 で あ る と い う。 レ ジ ャー や余 暇 の時 間 を もて あ ます、 遊 び

こ ころ を知 らな い仕 事 中毒 の人 間 で あ る と い う。 そ こに は一 面 で、 思 い切 って 家 を 空 にす る こ

との で きな い心性 が露 出 して い るの で は な い だ ろ うか 。 休 日の過 ご し方 と して 、 家 を 空 にす る

ヴ ァケ イ シ ョ ンの 習慣 が っ い に身 に っ か なか った の だ とい って もよ い。 あ る い は、 休 日 とは か

ぎ らず に む や み に家 を 空 に す る こ と自体 に、 何 らか の う しろ め た さ を感 ず る と い う こ とで あ る

の か も しれ な い。 か な らず し も家 に こ もって 身 を慎 しん だ り聖 な る もの を祝 った りす るわ け で

は な い に して も、 しか し家 を離 れ る こと に あ る種 の罪 責 感 の よ うな もの を感 じっ づ けて きた の

で は な い だ ろ うか。 あ え て い え ば、 日本 の社 会 で は休 日 とい う考 え に含 まれ る ヴ ァケ イ シ ョ ン

37



とホ リデイの二っの機能が、 ヨーロッパにおけるようにうまく分離 しなかったように思 うので

ある。それが何 ごとによらず、遊びこころと身を慎 しむ心性を未分化のまま結びっける作用を

はたすことになったのであるにちがいない。

いったいどうして、そういうことが生 じたのであろうか。

古い話 になるが 『日本書紀』によると、イザナミノミコ トは火の神を生んだため陰部を焼か

れて死んだという。死んだのち、彼女の遺体は熊野の有馬村に葬 られたが、その墓前に旗を立
みたま

て花が供え られた。それのみではない。笛を吹き鼓を打って、歌い舞い、この神の魂を祭った

という(8)。

死者の魂を慰あるのに、笛や鼓を鳴らし、歌舞の効果に期待 しているということに注意 しよ

う。神の死という異常な場面で、一種の興奮と狂躁の演出が意図的におこなわれているのであ

る。そのうえ、この送葬の場における意外な賑いは、実をいえばたんなる神話上の作り話など

でもなかった。
あそびべ

古 く大王が亡 くなったとき、その喪葬儀礼に従事する専門の集団がおり、それを 「遊部」と

呼んだ。かれ らは埴輪をっくったり、大王の陵を造営 したりしたが、送葬の場面ではさまざま

な儀礼を担当 した。酒食のような供物を用意する者 もいるし、武器を手にとって王の荒ぶる死

魂を慰撫するようなこともした(9)。

そういう死体処理の仕事にっ く人びとの振舞いが、さきのイザナミノミコ トの送葬の場面に

もよくあ らわれていると私 は思 う。死んだ人の魂にむかって楽器を奏 し、歌舞を奉る人びとの

影が浮かんで くる。そ してそういう人びとの集団を 「遊部」(あ そびべ)と 呼んでいるところ

が面白い。ここではむろん、「遊び」はたんなる消閑 ・慰安のための遊戯などではない。死者

の遺体を安置する 「殯宮(も がりのみや)」 というせまく限 られた空間で、歌舞 と酒食 をたて

まっる儀礼にそれはかかわっている。身を慎 しむ籠 りの状態のなかで、目に見えないものと交

歓するところに 「遊び」の本義がか くされていたのである。「あそび」が同時に 「とむ らい」

を意味 していた時代があったということだ。

六、

ところで、遊びには大づかみにいって屋外の遊び、庭の遊び、そして座敷の遊びという三っ

の段階を区別することができるのではないだろうか。そしてこの三区分はおそらく大道芸、庭

芸、座敷芸という三っの芸能の機能分化 とも連関しているはずである(10)。

この三種の遊びのなかでもっとも洗練 されたものが、座敷でおこなわれる宴遊だったのでは

ないかと思 う。あるいは遊びは、大道の遊びから庭の遊びへ、 さらに庭の遊びから座敷:の遊び

へと変化 していく過程で、その洗練の度を加えていったのだと思 う。まず、庶民のあいだに伝

承されてきた多種多様な野遊びがある。また神事や法会にさい して寺社の境内で興行される芸

能があった。その舞台がやがて座敷に移されると、貴族の詩歌管絃や庶民の婚礼、あるいは連

歌の座や遊廓の宴席が くりひろげられることになる。それに応 じて遊びの 「心」がその陰影を

深め、それに形而上的な味っけまでがっけ加えられていった。

そのなかで、 日本人における宴遊の姿をもっとも典型的な形で定めることに貢献 したのが神
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楽だったのではないかと思う。神楽はもともとは、踏歌などとならんで庭の芸能であった。古

い形式の神楽では、神殿の前庭に火がたかれ、やがて笛が鳴ると舞人の長があらわれて舞う。
けんぱい

採物をもち、寿文を唱えるのであるが、舞いが終わったあとで、歌人と舞人 もふ くめて勧盃の

儀がおこなわれる。酒がまわったところで、 そのときどきの流行り歌がうたわれ、そのま＼祝

言へと引きっがれていく。それを しおに、諸芸が披露されるわけである。神楽 はいうまでもな

く神事にかかわる芸能であるが、そこに勧盃の儀をはさんで遊宴の要素が巧みにくみこまれて

いるのである(11)。

神楽は、いまのべたように本来 は庭の芸能であった。だが実をいえば、 この形式が座敷の領

域へと展開 してわれわれのいう 「宴会」の原型を形成することになったのではないだろうか。

と同時に、宴会における遊びのルールをも規定することになったのだと思 う。すなわち、古 く

われわれのいう饗宴の席 には、「主」と 「客」と 「舞人」 という三者の構図ができあが ってい

た。ここで 「客」というのは、神楽の場合がそうであったように、 もともとはその席に来臨す
の 　 　 　 　

る高貴なまれびと神を意味 していた。そしてこの 「客」の位相は、やがて神のそれから貴人へ、

そして一般にその家に来訪する賓客へと、その身分を転 じていったのである。

宴席では、これまた神楽の場合 と同じように、勧盃の儀をさかいにして主人の娘や妻が舞い
さかな

を舞う。それに応えて、 こんどは客が 「肴」する。肴 というのはそもそも酒席に興を添えるも

のをいうのであるが、そこで芸の相互披露の場面が展開するのだといっていいだろう。神や客

にたいする饗応が、神や客人 と主人側 とのあいだの遊宴へとしだいに輪をひろげていく。遊び

の趣向が徐々にそ して大胆 にくりだされていくのである。

時が経ち、クライマックスが近づいてくる。酒のすすむにっれて、正客を中心にして列座の

全員が手を打ちそろえ、一っの歌をうたう場面がくる。 この手拍子による歌は宴の祝祷を承認

する歌でもあるのだが、それがすなわち折口信夫のいうように 「うちあげ」であり、「うたげ」

なのである(12)。遊宴の心が手を打ちそろえることで頂点にたっするのだといってよいだろう。

七、

ここで、 ひと呼吸おいて、 ヨーロッパの方に目を向けてみよう。すると、どういう光景がみ

えてくるだろうか。いまのべてきたわが国の饗宴にあたるものとして、さしずめ思い浮かぶの

が園遊会である。結婚披露、新築祝い、賓客の歓迎などのために、自宅や別荘の庭園が開放 さ

れて多数の客がやってくる。芝生の緑 と満開の花壇 と新緑の樹々が地上にひろが り空を覆って

いる。庭内の一角では音楽が奏 され、テントを設けて茶菓やサンドイッチ、果物や飲物などが

準備されている。余興がでる場合 もあれば、舞踏会が催 される場合 もある。

時が経つ にっれ、いくっもの談笑や議論の輪がひろがり、 しだいに喧騒と興奮がたかまって

いく。いくっもの中心ができ、その渦巻 きがぶっかり合い、離れたりくっっいたりしながら、

流動的な波紋を生みだしていく。中心があるような、ないような、一種気まぐれな乱気流があ

ちこちに形成 されていくころ、宴はまさにたけなわを迎えるのである。その光景は私に、あの

リング ・リング ・サーカスの喧騒 と興奮を想いおこさせ る。はげしいエネルギーのぶっかり合

いとその華麗な拡散の状景を蘇 らせるのである。そしてそれがたとえば仮面舞踏会のような場
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面にスイッチされると、突如 としてカオスの空間があらわれることになる(13)。

周知のように明治以降わが国でも、 この園遊会方式が積極的に採 り入れ られた。かっての鹿

鳴館の夜会、今日の皇居における園遊会がそれにあたる。そしてむろんそのような形式は、一

般にホテルや会館などでおこなわれる各種の立食パーティーに受けっがれ、少人数のホームパー

ティーや交歓会にまで及んでいる。

だが、そのような園遊会の方式は、はたしてわれわれの深層の意識までをも変えて しまった

のであろうか。かならずしもそのようには思われないのである。さきに私は、かってわが国の

饗宴の核 は正客を中心に列座のものが全員手を打ちそろえて、一っの歌をうたうところにある

だろうということをいった。手を打ちそろえることが 「うちあげ」であり 「うたげ」だったの

だといった。宴はあくまでも正客を中心にすすめられ、その正客と主人のあいだに交わされる

ダイアローグを大きな流れの核 として進行 していく。そして列座のものが手を打ちそろえるこ

とで、その宴の場に中心が形成 される。列座のものたちの心がその中心にむかって統合されて

いくといってよいだろう。そのとき遊びの気分が昂揚 し、遊びこころが調和のとれた安定感を

うるのである。

八、

私はさきに、日本の芸能が大道芸から庭芸へ、そして庭芸から座敷芸へと展開 し、 しだいに

洗練 されていったということをのべたが、それは遊びの構図を考える場合にも参考になるだろ

う。すなわち遊びの空間もまた広い世界から局限された場にしだいに移行 していく過程で洗練

されていった、というように一 。

饗宴の本質がもしも正客を中心 とする 「うちあげ」の機能にあるとすれば、遊びの諸要素が

その中心にむかって収斂 していくのも不思議なことではない。その収斂と凝縮のはてに遊びの

クライマックスがやって くる。その求心的な姿勢のなかに遊び心が蘇るといってよい。さきに

休 日の問題にふれて、家を空にすることへの罪責感のような感情を問題にしたけれども、それ

もいまいった求心的な姿勢 と関係があるかもしれない。中心から外れていくことが、その人間

を何 となく不安にさせるのである。

これにくらべるとき、園遊会がそれとは逆に拡散 と開放のなかに遊び気分を盛 りあげようと

する方式であることが明らかになる。そこにはむろん、正客がいないわけではない。正客を迎

える主人の側の趣向がこらされていないわけでもない。 しかしながらその正客 も主人 も、その

園遊会の大きな流れのなかでは遠心的にはたらく人びとの動 きからのがれることはできない。

正客 と主人のあいだの対話 は、まさに離合集散する会話の流れによって分断され、その重層す

る渦巻 きのなかにのみこまれていくほかはないからである。

こうして私は、ヨーロッパの饗宴は遠心力の機能にもとついて演出されてきたのにたいし、

わが国の 「うたげ」の伝統は、いまのべたようにむしろ求心力の作用を前提に発想されたので

はなかったかと思う。とはいっても、もちろんヨーロッパの園遊会や饗宴の席に儀礼的中心が

まったく存在 しなかったというのではない。同様にして日本の 「うたげ」のなかに拡散や開放

の契機やエネルギーがみ られないわけでもない。そもそも乱痴気騒 ぎや無礼講 は、洋の東西を
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問わず遊びや宴席にはっきものだったか らである。 しか しなが らそのような共通性にもかかわ

らず、さきにのべた饗宴における遠心と求心の対照性は基本のところで動かないのではないだ

ろうか。

九、

私はその端的なあらわれとして、たとえば世阿弥のいう 「初心」の世界をあげることができ

ると思う。「初心」 とはいうまでもなく能楽 という芸道 における根本的な心得をいったもので、

「初心忘るべからず」で知 られている言葉である(14)。能楽 はわが国の伝統的な芸能であるが、

世阿弥がその主著、『風姿花伝」で、女や子供や老人を模倣する場合の 「物真似」 の心得を縦
ミ ミ ク リ

横に説いていることもよく知られている。その物真似 に没頭するときの中心課題が 「初心」

の喚起にあるとかれはいっている。芸を して芸たらしめる根拠を、外面的な枝葉を切 りすてた

あとに凝集する 「初心」のありかに求めようとしているのである。物真似芸の究極を追いっめ

ていって、ついに 「初心」という遊びこころのクライマックスに達 したのだといってもよいだ

ろう。

ここで私ははしなくも、「遊び」にっいて論 じたあのロジェ・カイヨワの意見 を思 いおこさ

ずにはいられない。かれはその著 「遊びと人間』のなかで、遊びの領域を四っに分類 している

が、そのなかに 「模倣」の領域を設定 しているか らである(15)。すなわちかれによれば、「遊び」

にはスポーッやチェスなどの 「競争」、 くじ引きや賭博などの 「偶然」、 ジェットコースターや

スキーなどの 「眩暈」感覚などとならんで、「模倣」の領域があるという。 それは芝居 や変装

や仮面扮装 にみ られるように、他者になろうとする 「遊 び」である。

ここで、 よく注意 していた ゴきたい。カイヨワは 「模倣」 という遊びのもっ性格を、他者に

なろうとする遠心的な行為のうちに求めようとしている。いいかえれば模倣芸は自己が自己を

脱 して他者へとむかう 「脱 自我」的な行為 としてとらえられているといってよい。そしてこの

ような見方が、世阿弥のいう 「初心」の演出法といかに対蹠的な世界観をあらわす ものである

かはもはや明白である。なぜなら世阿弥にとって模倣 とは、何よりも自己自身にむかう求心的

な探求であり、 自己への無限の遡行を意味しているからである。

一 〇、

世阿弥の能楽における初心の課題は、千利休の茶においては 「わび」の美意識のなかで受け

っがれていったといってよいだろう。なぜならそこに、茶道の精神性を特色づける求心的な志

向のあとをみとめることができるからである。それまでの茶会 は華やかな饗宴的性格がっよく、

外面的な遊興性が濃厚であった。その典型的なものが、たとえばよく知 られているように豊臣

秀吉 によって興行された北野の大茶湯であった。

この天正十五年におこなわれた大茶会 は、北野天神の拝殿を中心 として周辺の松原を舞台に

したもので、名物の茶道具を展覧するという趣向をもりこんだ、まさに園遊会形式といって も

よい大催事であった。吉田兼見の記録(『 兼見郷記」)に よると、拝殿で茶を喫んだ者の数が八
の だ て

百人に及び、茶室や野点の席 も八百をこえたというからその規模の壮大 さが知れる(16)。醍醐
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でおこなわれた花見会とならんで、いかにも秀吉 このみの、外向的で派手なイベ ントであった

ということができるだろう。

あえて単純化 していえば、そのような園遊会形式の大茶会にたいして、茶における遊びの精

神をいわば極小の空間に凝縮 しようとしたのが利休であった。かれが考案 した、 「に じり口」

によって外部に通ずる二畳敷 きの茶室 は数寄屋造 りといわれ、そこで出される料理 も懐石とい

われるきわめて簡素なものだった。茶器にっいても、従来の名物主義にたいして無名の道具を

とり入れ、禅の墨跡を掛物の中心 にすえた。要するに、内にむか って極度に圧縮されたわずか

二畳の空間のなかで、その自在な精神を宇宙に解 き放 とうとしたところに、利休の渾身の力を

こめた遊 びこころがあったと思 う(17)。その後秀吉の好んだ園遊会形式 の茶会がすたれ、 それ

にかわって利休流のわび茶が大衆化 して今 日に及んでいることは、すでに周知の通 りである。

一 一
、

同じようなことは、たとえば江戸近世になってしだいに意識されるようになった 「粋」の感

覚のなかにも見出すことができるのではないだろうか。何をとりあげてもよいようなものだが、

たとえば着物をきる楽 しみのなかにも 「粋」 という遊びこころの様式化が進行 していた(18)。

すなわち、上に羽織る衣服は地味な生地や色合いのものを用いて、無装飾をよそお うが、それ

にたいして肌にっけてきる襦袢などは思いきり派手な色模様で染めあげる、 といった手法がそ

れである。外面をモノクロームの色調で覆い、内側の隠 された部分に華美なマンダラ紋様をあ

しらう。表面をゴテゴテ飾り立てて綺羅をよそおうのを 「野暮」 というのにたいして、表面を

鼠や黒の色調に沈めて、裏面でぜいをこらす、 というのが 「粋」 とされたのである。

そこでは、着物をきる楽 しみが一種マゾヒスティックな自閉に通 じ、着物にそそがれる遊び

こころが求心的なエロティシズムにっ らぬかれていることがわかるだろう。

私 は、 これまで挙げてきた 「初心」、「わび」、「粋」の三っが、 日本人 における遊びの性格を

理解するうえで重要なキーワードになるだろうと思 っている。遊びのエネルギーはもともと外

部 にむかって逸脱 し跳躍 しようとする傾向を示すものだが、そのエネルギーの勢いをいわば抑

制し対象化 しようとする求心的な視点、 それが初心であり、わびであり、粋のような 「遊

びこころ」だったのではないかと思う。

いま、マゾヒスティックな自閉と求心的なエロティシズムということをいったけれども、た

とえばそれが制度的な形をとってあらわれたのが近世の遊廓の世界だったのではないだろうか。

それは江戸の吉原、京都の島原、大阪の新町にみ られるように都市の勃興とともに発展 したが、

その遊女の不夜城は都市の一定の区域をかぎって営業を許された。この 「悪場所」 として世間

から隔離された世界は、目に見えない膜によって二重三重に結界された虚空間、すなわち 「く

るわ(廓)」 であった。

この遊里にはやがて太夫のような高級遊女が出現 し、武士や町人の開放的な社交場 ともなっ

ていった。 しかしながらその反面、その遊廓に通ずる大門を入るや、そこには粋と趣向によっ

て磨きあげられた美の小宇宙が くりひろげられ、野暮と虚飾を排する全 く異質のルールが支配

していた(19)。それはどこか茶道の作法が、針の穴のような 「にじり口」 をくぐって非 日常的
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な極小空間に身をすり入れることか ら成 り立 っていたのに似ていないだろうか。その苦行にも

似た道行 きのはてに、宇宙大の解放感を味わうという経験に出会 うということになるのである。

'■■咀
一一 鴫 、

それにしても私は、 この内部への求心的な探索という方法が、遊びの世界にも意外に根強 く
　 　 　 　 　 　 　

浸透 していたということをあらためて思わずにはいられない。遊びが遊びこころへと通 じてい

く回路に、 したたかな精神的な刻印がほどこされていたといって もよいだろう。

思えば、 この 「こころ」への偏愛はすでに古い時代か らはじまっていた。かって神道では、

「清き明き心」 ということをその人間観の基礎 においていた。やがて仏教が入 って くると、 日

本の仏教はもっぱら心の探求をベースにして展開することになった。たとえば最澄は 「道心」

をいい、空海は 「十住心」を説いた。法然と親鸞は 「深心」の展開に着目し、明恵は 「菩提心」

の重要性を指摘 して うむことがなかった。そ して道元といえば、「身心脱落」 のなかで坐禅 に

没頭 しようとした。そこに登場 して くる 「心」のさまざまな考察 は、いずれも人間の意識や精

神にかんする究極の段階をいいあてようとしたものであった。いわば日本人の精神史は、「心」

の現象学をめぐって展開 してきたのである。そのような伝統のなかか ら、 たとえば世阿弥 の

「初心」が誕生 した。それはわが国に伝わるさまざまな 「遊び」の諸潮流を、芸道や武道へと

高めたり変質させた りする上で甚大な影響を与える精神 の源流であり回路で もあったのであ

る(20)。

だが同時に、おそ らくそのことによってわれわれの遊びは目にみえない観念の呪縛に操られ

るようになったのかもしれない。遊びのうちにひそむ放縦な自在さが抑圧され、感覚的な逸楽

が追放 されることにもなった。遊びこころのなかから猥雑な哄笑が消え、道化や狂気の牙がそ

がれることになったといってよいだろう。

私はそういう遊びの型が、今日なおわれわれの文化の中心に居坐わりっづけていると思わな

いわけにはいかない。現代の社会は、たしかに大 きな変化を遊びの世界にももたらしたであろ

う。行楽地の多様化とリゾー ト産業の活況には目を見張 らせるものがあるし、また東京ディズ

ニーランドの入場者 は、開設以来六千万人を数えるまでになったという。その意味では伝統的

な遊びの観念 はしだいに変質 し、時代によって重大な挑戦をうけているのである。

しかしながら私 は、 このような挑戦は今日の日本人の表層の皮膚感覚を刺激することはあっ
から

て も、 そ の骨 髄 に ま で と ど く こと は な い だ ろ う と考 え る。 家 を空 にす る こ とへ の 罪責 感 が 間歇

的 に蘇 り、 求 心 的 な安 定 感 を求 め る願 望 が、 見 え隠 れ しっ っ 、 眼 前 に浮 か び あが って く るよ う

に思 われ る の で あ る。

注

(1)「 美 しき天然」 が流行 ったころの世相 にっ いて は、添 田唖蝉坊 ・知道著作 集 ・IV『 演歌 の 明治 大

正史』、刀水書房、昭和57年 、161頁 を参照。 一 「…唱歌 「美 しき天然」が子女 に愛 唱され、「夜

半の追憶」 も 「袖 しぐれ」 もこの曲を利用借用 して いるのだが、 この三拍子が ジンタに も乗 り、

市中 の空気 の律動 とな り、波動 とな って ゆるゆ ると日本中 にひ ろが った。 これ は 「時代 の呼吸」

ともいえる し、 また 「明治の音」 といって もいいだ ろう。」

43



(2)た とえば白川静 『字統」(平 凡社、1984年)の 「遊」 の項。そ こに 「遊」 とは 「…す べて 自在 に

行動 し、移 動す るもの」 をい うとあ り、 「もと神霊 の遊行 に関 して用 いた語」 とあ る(838頁)。

(3)白 川静 『字 訓』(平 凡社、1987年)の 「あそぶ 「遊」」 の項を参照(66頁)。

(4)仏 教で は 「遊戯」は 「菩薩 の自由自在 な活動」「仏国土か ら仏国土への移動」 を い う。 ま た 「遊

戯三 昧」 は 「仏の境地 に徹 して何 ものに もとらわ れないこと」。 このほか 「遊 戯神通 」 な どの用
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